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ふれあい収集事業（家庭ごみの戸別収集）の実験事業開始

地域おこし協力隊の古澤です。
僕は、茨城県地域おこし協力隊有志の会が主催
する「地域おこし協力隊EXPOinいばらき（以下、
EXPO）」のサポートにも取り組んでいます。この企
画は、茨城県で活動する協力隊の有志数名が始めたも
ので、茨城県内の市町村をまたぐ広域連携企画では最
大規模となっており、現在は３月 ６日（土）のイベン
ト開催に向けて準備を進めています。

主な活動は、県内の隊員や協力隊担当者、講師の方
にインタビューし、記事にまとめることです。簡単な
作業に思えますが、「全体の文の構成」や「言葉選び」、
インタビュイーの人生や経験を2,000文字程度に詰め
込むのは案外難しかったりします。その上、EXPOは
この冊子を作るためにスタートしたものなので、おか
しな記事を書きあげるわけにもいかない。重要なポジ
ションなのです。
このインタビュー・執筆活動を通して自分が純粋に
楽しめる分野を見つけられたように感じます。それは、
“記事を書く”ことです。決して得意なわけでは無い
ですが、好きだと自覚できました。誰かをインタビュー
し、言葉を使い、別の誰かに届ける。そこでファンが
生まれたり、コミュニティが生まれたりする。言葉っ
て偉大だなと思います。そして、早速これを用いて地
域に貢献出来ることはないかと考え始めました。まだ
検討中なのでお伝えすることはできませんが、準備を
進めていこうと思います。

令和 2 年12月より、家庭ごみを集積所まで搬出することが困難な世帯を対象に、戸別に訪問してごみを
収集する「ふれあい収集事業」の実験事業を開始しました。

対象地域 大宮地域
（令和 2 年度・令和 3 年度）

対 象 者 　市が調査した、ごみを集積所まで搬出す
ることが困難な高齢者又は障がい者のみ
で構成されている世帯で、親族・近隣在住
者等の支援が受けられない方。

▲冊子作成のためのインタビュー様子
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